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我
々

真
言

行
者
が

修
行
を
す
る
の

は、

真
言

密
教
最
大
の

目
的
で

あ
る

「

即

身
成
仏
」

の

境
地

を
体
得
す
る

こ

と
に

あ
る。

そ
の

修
行

方
法
と
し
て

「

観
法
」

が

あ

る。

こ

の

「

阿
字
観
」

は

修
法
の

中

枢
を
な
す

も
の

で

あ
る

。

こ

の

「

阿

字
観
」

は

『

大
日

経
』

・
『

大

疏
』

・
『

菩
提
心

論
』

に

見
ら
れ
る

「

観
法
」

で
あ
る
が、

こ

の

『

菩
提

心

論
』

の

中
で

「

阿
字
観
」

の

巾
枢
を
示
す
偈
頌
が

『

金
剛
頂
瑜
伽
修
習
毘
盧
遮
那
三

摩
地
法
』

で

説
か

れ
て

い

る

も
の

と

同
一

で

あ
り、

経
典
成
立
か

ら

考
え
る

と

『

毘
盧
遮
那
三

摩
地
法
』

が

最
も
古
い

儀
軌
で

あ
る
と
思
わ

れ

る
。

今
回
は

こ

の

儀
軌
を
中
心
に

「

阿

字
観
」

と

行
者
の

「

菩
提
心
」

と

の

関

係
を
考
察
し
た

。

CH 工 SAN −KANGAKU −KA 工

「
阿字観 と菩提心 とにつ い て 」

【

問
題
の

所
在
】

　

真
言
行
者
が

「

即

身
成
仏
」

を
実
現
す
る
た

め
に

は

最
初
に

「

菩

提
心
」

を

お
こ

す
こ

と

が

求
め

ら
れ
る

。

そ
し

て
、

次
に

各
種

の

行
法
を
行
う
こ

と

が

必

要
で

あ
る

。

即
ち

「

月

輪
観
」

・
「

阿
字
観
」

・
「

五

相
成
身
観
」

な
ど

で

あ
る

。

特
に

「

阿
字
観
」

は

日

本

に

至
っ

て

実
慧
僧
都
が

弘
法
大

師
よ

り
伝
授
を
受
け

『

阿
字
観
用
心

口

決
』

を
記
し
、

こ

れ

が

基
盤
と

な

り
興
教
大

師
に

よ
っ

て

改

め

て

注

目
さ

れ
多
く

の

次
第
類
が

出

来
大
成
さ

れ
た

。

こ

れ

ら

数
多
く
の

次
第
を
見
る

と

胎

蔵

界
法
が

用
い

ら

れ

て
い

る

よ

う
に

見

受
け
ら

れ
る

が
、

そ

の

内
容
か

ら

す
れ
ば

金
剛
界
系
の

儀
軌

類
か

ら

構
成
さ

れ
て

い

る
の

で

あ
る

。

つ

ま
り、

こ

の

儀
軌
類
か

ら
「

阿

字
観
」

を

考
察
し

な
い

と、

そ
の

本
質
を
理

解
す
る

事
は

出

来
な
い

の

で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。

そ
こ

で、

こ

れ
ら

の

観
法
を
修
す
に

あ
た
っ

て、

「

菩
提
心
」

が

堅
固

で

な
け
れ
ば

な

ら

な
い

。

で

な
け
れ
ば

即

身
成

仏
の

完
成
は

な
い

と

考
え
ら
れ

る
。

そ
こ

で

本
稿
で

は

「

菩
提
心
」

・
「

阿

字
」

・
「

阿

字
観
」

の

関
係
を
以
下
2
つ

の

観
点
か

ら

考
察
し
た

。
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真
言
密
教
で

は

成
仏

す
る

過

程
で

「

菩
提
心
」

を
ど
の

よ
う
に

理

解
し

た

の

か

？

 
「

菩
提
心
」

を
開

顕

し

悟
り

を
得
る

に

は
一

体
ど

う
す
れ
ば
い

い

の

か

？

　

こ

の

2
点
の

問
題
は
、

真
言

密
教
に

お
い

て

成
仏
の

構
造
は

ど

の

よ
う
な
過
程
で

あ
る

の

か

を
、

行
者
が

成
仏

の

構
造
上

本
尊
瑜

伽
と

し
て

実

際
に

「

菩
提
心
」

目

「

阿

字
」

を
観
じ

る

実
践
方
法
で

あ
る

「

阿

字
観
」

を
取
り
上
げ
て

考
察
す
る

。

そ

こ

で

は

従
来

言
わ

れ
て

き
た

よ
う
な

『

大
日

経
』

・
『

大
疏
』

よ
り

む

し
ろ

『

金
剛
項
経
』

系
儀
軌
類
に

見
る

「

瑜
伽
観
法
」

の

全

体
構
造
の

中
で

「

阿

字
観
」

と

「

菩
提
心
」

が

ど
の

よ

う
に

拘
わ
っ

て

い

る
の

か
、

特
に

「

阿

字
観
」

に

注
目

し
て

『

大
疏
』

と

『

毘
盧
遮
那
三

摩

地

法
』

を
見
な
が

ら

「

阿

字
観
」

の

本
質
を
探
る
こ

と

を

目
的
と

し

た
。

　

　
　
　
　
【

本
題
】

　

初

め

に

真
言
密
教
の

成
仏
の

過
程
に

次
の

よ

う
な

説
が

あ
る

。

『

理

趣

釈
』

の

巻
上
に

　

　

「

如

来
因
地
に

い

ま
し
て
、

潅
頂
師
に

従
っ

て
、

三

昧
耶
曼
荼
羅
に

入

る
。

阿
闍
梨
は

弟
子
の

身
中
の

本
有
の

如

来
蔵
性
を
加

　

　

持
し

、

金
剛
加

持
を
発
し、

真
言
行
を

修
す
る

菩
薩
法
器
と

成

る

を

以
て
、

則
ち

持
明

等、

乃
至

伝
授
印
可
等
の

潅
頂
の

階
位

　

　

を

堪

任
す

。

此
れ
を
以
て

初

因
と

為
し
、

三

密
と

四

智
印
が

相
応
す
る

に

由
り、

究

竟
じ

て

三

界
法
王
主
と

成
る

。

」

（

正

蔵
十

　

　

九
・

六

〇
七
・

中）

　

こ

れ

は
、

行
者
が

「

菩
提
心
」

を
発
し
た

と

き、

阿

闍

梨
に

従
っ

て

潅
頂
を
授
か

り

曼
荼
羅
壇
に

入

る
こ

と

が

可
能
に

な
る

。

そ

の

結
果、

行
者
は

本
有
の

菩
提

心

（

如

来
蔵
）

を
加
持
さ
れ

て
、

真
言
行
者
を
修
す
る
こ

と

の

出
来
る

菩
薩
法
器
（

即

ち
修
真
言

行

菩
薩）

に

な
る

。

そ
し

て
、

三

密

（

身
密

・

口

密
・

意
密
）

と

四

智
印
（

大
智
印
・

三

昧
耶
智
印
・

法
智
印

・

羯
摩
印
）

が

相
応

し

た

時
に

成
仏
が

完

成
さ

れ

る
。

こ

こ

に

「

発
心

（

発
菩

提
心
）

1
修

行
（

本
尊
瑜

伽
）

1
潅
項
−
成
仏
」

と
い

う
構
造
が

伺
え

る
。

　

行
者
が

「

阿

字
観
」

を

修
す
の

は
、

「

本
尊

瑜
伽
」

の

こ

と

で

あ
る

が、

こ

の

段
階

で

は

「

阿
字
観
」

を
何

回
も
繰

り

返
し

行
じ
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て、

「

菩

提
心
」

（

自
心
）

を

開
発
す
る
こ

と
に

よ
り
「

即

身
成
仏
」

が

完
成
さ

れ

る
。

こ

の

よ
う
な
真
言
密
教
に

お

け
る

成
仏
の

構

造
を
ふ

ま

え

て
、

そ
の

実

践

方
法
で

あ
る

「

阿

字
観
」

を
見
て

い

き
た
い

。

　

そ

も
そ

も
「

阿

字
観
」

と

は
、

自
心

に

阿
字
を

観
じ

る

こ

と

に

よ
り、

諸

法
本
不
生

の

理

を
悟
り、

自
心
の

仏
性
を

開
顕

す
る

菩

提
心

観
で

あ
る

。

「

阿

字
」

は

菩
提
心
の

種
子

で

あ
る

と

同
時
に

理

智

不
二
一

体
の

大
日

如

来
の

種
子
で

あ
る
か

ら
、

行
者
が

よ
く
「

阿

字
」

を
観
じ

れ
ば
如

来
と
一

体
に

な
り

成

仏
に

つ

な
が

る
の

で

あ
る

。

こ

の

よ

う
な

「

阿

字
観
」

の

典
拠
は

『

大
日

経
』

、

『

大

疏
』

悉
地

出
現
品、

『

菩

提
心

論
』

等
に

見
ら

れ
る
が

、

初
め

に

『

大
疏
』

に

お

け
る

「

阿

字
観
」

に

つ

い

て

考
察
す
る

。

『

大

疏
』

巻
十
】

で

は
、

如

来
の

為
す

「

阿

字
観
」

を
金
剛
薩
堙
が

「

行
者
」

と

し

て

如
来
の

説
法
を

聞
い

て

い

る

形

式

で

説
か

れ

て

い

る
。

『

大
疏
』

住
心
品
で

は、

自
心

に

諸

法

本
不

生
際
を
自

覚
す
る

そ
の

過

程
が

説
か

れ
て
い

る
が
、

『

大

疏
』

第
七

に
、

　
　

「

若
し

本
不
生
際

（

阿

字
）

を

見
る
者
は
、

即

ち

是
れ

実
の

如

く
自

心

を
知

る
、

実
の

如

く
自
心

を
知
る
は

即
ち

是
れ
一

切

智

　
　

智
な
り

、

故
に

毘
盧
遮

那
は

唯
だ
こ

の
一

字
（

阿

字
）

を

以
て

真
言

と

な

し

た

も
ふ

。

」

（

正

蔵
三

九
・

六

五
一

・

下
）

　
と

説
か

れ
て

い

る
こ

と

か

ら、

『

大
疏
』

に

お
い

て

は

こ

の

「

阿

字
」

の
一

字
に

本

不
生
際

と

自
心
と

を
知
る

事
で

あ

る
。

自
心
は

一

切

智
智
で
あ

る

か

ら

本
不
生

際
を
見
る

者
は
、

「

阿

字
」

を

知

る

こ

と

で

あ

る
。

『

大

疏
』

巻
十

二

に
、

　
　

「

復
た

阿

字
は

是
れ

開
口

の

声
な
り

。

若
し

阿
の

声
無
け

れ

ば

即
ち

口

を
開
く
こ

と

能
わ

ず
。

口

若
し

開
か

ざ

れ

ば
一

切
の

字

　
　

皆
無
し

。

是
の

故
に

阿

字
を
以

て
一

切
字
を

種
子

と

為
す

。

若

し

阿
字
を
離
れ

て

は
、

亦
成

ぜ

ざ

る

な
り

。

」

（

正
蔵
三

九
・

七

　
　
一

〇
・

上
）

　
と

説
い

て

あ
る

。

人
間
が

最
初
に

言

葉
を
発
す
る
時
は

「

阿
」

の

発
音
の

口

形
で

あ
る

。

そ
こ

か

ら
如
何
よ

う
に

も
広
が

る
の

で

一

切
の

始
ま
り
で

あ
り、

本
不
生

で

あ
る

。

ま
た

大
日

如

来
の

種
子

で

あ
る

「

阿
字
」

を
観
じ
る
こ

と
が

「

阿

字
観
」

で

あ
り、

後

に

成

就
に
つ

な
が

る
。

又
、

阿
字
義
の
一

つ

で

あ
る
一

切
智
智
に

つ

い

て
、

『

大
疏
』

巻
十
一

に
、
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「

謂
く
一

切

智
智
の

心

は

空
に

等
し

く
て

無

垢
、

無
量

、

無
碍
な
り、

分

別

あ

る
こ

と

な
し
、

即

ち
是
れ
諸

仏
の

大
空

現
証
の

　

　
法
な
り

。

」

（

正

蔵
三

九
・

六

九
一

・

上
）

　
と

あ
り

、

「

阿
字
」

は
一

切

智
智
（

自
心
）

で

あ

り
、

空
で

あ
り、

無
量
で

あ
り

、

無
碍
で

あ
り、

分
別
の

な
い

「

本
不
生
」

で

あ

る
。

こ

の
一

切

智

智
を
悟
る
こ

と
こ

そ
、

如

来
の

境
界
を

知

り
得
る
こ

と

に

な

る
。

つ

ま

り
、

「

果
」

で

あ
る

如
来
の

境
地

を
得
る
に

は、

行
者
に

菩
提
を
求
め

る

心

が

存
在
し
、

そ
の

心

を

発
す
こ

と

か

ら

始
ま

る
。

そ
の

菩
提
心

は

先

ず、

「

臼

浄
信
心
」

か

ら

始
ま

り、

仏
の

境
地

を

得
ら

れ

る

と

か

た

く
な

に

信
じ

る

こ

と

を
「

因
」

と

し
、

次
に
、

そ
の

行
者
の

信
心

を
如
来
の

大
慈
大
悲

に

加
持

せ

ら

れ、

「

果
」

に

方
向
づ

け

ら

れ
た

こ

と
を
支
え、

そ

れ

に

よ

り

行
者
本
有
の

浄

菩
提
心
が

清
浄
と

な
る
こ

と

を
「

根
」

と

し
、

そ

し

て、

如

来
か

ら

行
者
に

向
け

ら

れ

て

い

る
方
便
と

が
、

三

密
相
応
す
れ

ば

如
来
の

境
地
（

果）

に

入

る
の

で

あ
る

。

そ

の

如

来
の

境
地

た

る

も
の

は
、

一

切

智
智
で

あ

り

阿

字
門
で

故
に
、

行
者
は

発
心
し

た

後
こ

の

「

阿

字
」

を

鍛
念
に

観
じ

る
こ

と
が

「

果
」

を

得
る

に

あ

た
い

す
る

。

　

そ

も

そ

も
「

阿
字
」

は

胎
蔵
大
日

如
来
（

ア
ビ

ラ

ウ
ン

ケ

ン
）

の

種

字
で

あ
る

が、

こ

の

「

阿

字
」

に
つ

い

て

『

大
疏
』

巻
十
一

に
、

　

　
「

こ

の

阿

字
は
即
ち

是
れ

仏
口

な
り、

即
ち

是
れ

仏
心

な
り、

即

ち
是
れ
説
者
な

り
」

（

正

蔵
三

九
・

六
九
四
・

中
）

　

と

説
か

れ

て

い

る
。

先
に

阿

字
義
の
一

つ

「

一

切

智
智
」

を
示

し
た
が

、

こ

こ

で

は

さ

ら
に

「

阿

字
凵

仏

心
」

と

説
く

。

阿

字
は

如

来
そ

の

も
の

で

あ
り

、

仏
心

で

あ
る

。

如

来
が

阿

字
を
唱

え

る
の

は
、

衆
生
を

悟
ら

し

め
る

為
の

方

便
行
で

あ
る

。

し
か

し
、

胎

蔵
大
日

如
来
の

種
字
は

「

阿

字
」

で

あ
る

傍
ら
、

「

ア

ク

字
」

で

も
あ
る

。

ま
た、

こ

の

「

ア
ク

字
」

は

金
剛
薩
堙
の

種

字
で

も

あ
る

こ

と

か

ら
、

行
者
は
こ

の

金
剛
薩
垣
自

身
で

あ
る

と

自

覚
す
る
こ

と
が

必

要
で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

こ

れ

は

次
で

述
べ

る
こ

と

に

す

る
。

さ

ら

に

『

大

疏
』

巻
十
一

に
、

　

　
「

故

に

十
世
界

微
塵
の

金
剛
菩

薩
を

現
じ

て
、

　

＝

に

真
言

門
を

以
て

衆
生

を
引
接
し

て

皆
無
為
の

果
に

至
る
こ

と

を
得
せ

し
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む

る

是
れ

な
り

」

（

正

蔵
三
九
・

六

九
八
・

上
［

中
）

と

あ
る

。

如
来
の

境
界
で

あ
る

真

言
門
に

も
段
階
が

あ
り、

大
日

如
来
に

代
わ
っ

て

微
塵
の

金
剛
菩

薩
が

衆
生

を
「

果
」

に

至

ら

し

め

る

の

で

あ
る

。

密
教
の

成
仏
の

構
造
を
見
る

上
で、

『

大
疏
』

住
心
品
で

先
ず

「

発
心
」

が

あ
る

が
、

そ
こ

で

は

行
者
は

初

地

の

位

に

入

る
こ

と

が

得
ら

れ

「

真
言
門
に

入

る
」

。

そ
こ

か

ら

ま
た

行
が

始
ま
る

。

『

大
疏
』

巻
十
一

に
、

二

十

種
の

成

就
の

機
を
現

し

て

い

る
。

即
ち
、

　

　
「

 
曼
荼
羅
を
見

る
。

 
尊
に

印
可
せ
ら

れ
、

 
真
語
を
成
就

す
。

 
菩
提
心

を
発
す

。

 
深
信
に

、

 
慈
悲
あ
っ

て
、

 
慳

　

　
恪
有
る
こ

と

な
し

。

 
調
伏
に

住
し
て、

 
能
く

善
く
縁
に

従
っ

て

生
ず
る

所
の

法
を
分

別
し
、

 
禁
戒
を
受
持
し

て
、

 
善

　

　
く
衆
学
に

住
し
、

 
巧

方
便
を
具
し、

 
勇
猛
に

し
て

、

 
時、

非
時
を
知

る
。

 
好
ん

で

恵
捨
を
行
じ、

 
心

に

怖
畏

無
く、

　

　

 
真
言
行
法
を
勤

修
し、

 
真
需
の

実
践
に

通

達
し

、

 
常
に

座

禅
を
楽
い
、

 
成
就
を

作
さ
ん
こ

と

を
楽
い
」

（

正

蔵
三

九
・

　

　
亠

ハ

九一
一

・

下
「
亠

ハ

九一
二

。

下
）

　

と

説
か

れ
て

い

る
。

こ

れ
は、

行

者
が

「

真
毒
門
」

に

入
っ

て
か

ら
の
一

々

の

成
仏
へ

の

構
造
を

示
し

て
い

る
と

共
に

、

行
の

規

定
を

説
い

て
い

る
．

最
初
の

 
〜

 
は、

『

大
疏
』

に
、

　

　
「

次
第
に

修
行

す
べ

し
。

法
に

随
っ

て

修
行
す
る

が

故
に
、

阿
闇

梨
の

印
可

伝
法
を

得
。

印
可

灌
頂
を
得
る

が

故
に
、

次
に

真

　

　
雷
成

就
と

云
う
」

（

正

蔵
三

九
・

六

九

二
・

下
〉

　
と

説
か

れ
、

凡
夫
で

あ
る

衆
生
は
、

「

発
心
」

し

て、

法
に

従
っ

て

行
を
積
み

重
ね

る
こ

と

に

よ
り、

曼
荼
羅
を

見
、

灌
頂
を

受
け

戒
を
授
か

る
こ

と

に

よ
っ

て

成

就
が

得
ら

れ
る

。

そ
こ

か

ら

改
め

て

「

阿
字
観
」

を
修
す
る

。

こ

れ

は
、

先
に

述
べ

た

『

理

趣

釈
』

で

の

成
仏
の

構
造
に

関
連
し
た

も
の

で

も

あ
る

と

考
え
る

。

次
い

で

『

大
疏
』

に
、

　

　
「

若
し

初

学
の

人
、

心

散
乱
し
て

是
の

如
く
成
ず
る
こ

と

能
わ

ざ
る

を
恐

る
れ

ば
、

當
に

直
ち

に

種
子
の

字
を
観

ず
べ

し
。

」

（

正
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蔵
三

九
・

六
九

二
・

下
）

　

こ

れ

は
、

初
め

て

「

阿

字
観
」

を

行
じ

る

者
（

灌
項
を
受
け

る

器
と
な
り

階

位
を
授
か

っ

た

者
∀

が
、

阿
字
門
に

入
っ

て

は
い

る

も
の

の
、

ま

だ

阿
字
門
の

入
口

に

留
ま
っ

て
い

て

十

分

に

如

来
の

境
地

を
満
喫
し

て

い

な
い

状
態
で

あ

る
。

そ
こ

で

如
来
の

種
字
（

阿

字）

を

何
遍
と

な
く
目

に

唱
え
、

如

来
の

行

相
を

観
じ

な
け

れ
ば

な

ら
な
い

。

そ
し
て

 
と

 
は
、

自
性
戒
に

住
し
、

諸
法
の

空
性

を

悟
る

。

『

大
疏
』

巻

十
一

に
、

　

　

「

此
の

悉
地
の

相
は
、

自
ら

持
誦
者
と

及

び

本
尊
と

真
言
と

和
合
す
る

因

縁
に

由
っ

て、

則
ち
一

切
不
思

議
の

事
有
り
。

」

（

正

　

　
咒

厭一
二
↓

ん

・
亠

ハ

九一
二

・

上）

　

と

説

き
、

成
仏
す
る

に

は

様
々

な
法
の

因

縁
、

つ

ま

り

本
尊
瑜
伽
を
完
成
す
る
為
の

三

密
行
に

よ
っ

て
、

本
尊
と

行
者
の

真
言
が

一

致

す
る

因

縁
に

よ
っ

て

成
さ

れ

る
の

で

あ
る

。

　

 
と

 
は

、

「

真
言
門
」

に

お
い

て

学
ぶ

者
は
、

方
便
を
駆
使
し

な
け

れ

ば

な
ら

な
い

。

そ

れ
を、

『

大
疏
』

巻
＋
一

に

は
、

　

　
「

如

来
の

所
有
の

方
便
は

唯
し
是
の

如
く
の

大
事
の

因

縁
の

為

な
り

。

若
令
い

方

便
の

諸
乗
の

清
浄
戒
を

持
せ

ざ

る

が

為
の

故

　

　
に
、

而

も
真
言

円

満
の

行

を
防
ぐ
と
い

わ

ば、

此
の

理

な
し

。

」

（

正

蔵
三

九
・

六

九

三
・

上
）

　

と

説
い

て
い

る
。

こ

こ

に、

『

大
疏
臨

具
縁
品
以
下

は

如
来
の

行
を

示
し

て

い

る

こ

と

が

伺
い

知

る

こ

と
が

出
来、

成
就
に

あ
た

り

菩
提
心

と
同

様
方
便
も

含
有
し

な
け
れ

ば

な
ら

な
い

の

で

あ
る

。

　

 
〜

 
ま
で

は
、

実

際
に

行
を
す
る

に

あ

た
っ

て

の

注
意
点
と

も

言
え

る

も
の

で

あ
る

。

 
は

『

大

疏
隔

巻
三

の

阿
闍
梨
段
に
、

　

　
「

勇
健
菩

提
心
に

性
す
と

は
、

勇
健
は

こ

れ

雄
猛
に

し
て
、

怯

弱
な
き
の

義
な
り

。

此
の

心

を
須
い

る

所
以

は
、

真
露
行
者
は

　

　
未
だ

真
諦
を
見
ざ

る

以

来、

當
に

違
と

順
と

の

境
界
あ
り

て

云
々
」

（

正

蔵
三
九

・

六

＝
エ

・

下
「

〜
」

六
一

四
・

上
）

　

と

説
か

れ

て
い

る
。

こ

の

よ

う
に

行
者
自
心

が

ま
だ

揺
れ

動
い

て

い

る

段
階
で

は

修
学
す
る
こ

と
は

出

来
ず、

行
者
の

浄
菩
提
心

を

阿

闇
梨
が

確
固

た

る

も
の

に

し

な
け

れ

ば

な
ら

な
い

。

そ
し

て

行
者
は

能
く

行
を
し

て、

 
の

よ
う
に

時
間
を

惜
し

ん

で
、

 
利
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他
行
を

為
し
、

 
に

お
い

て

無
畏
の

心
、

無
取

着
の

心

を
も
っ

て

正

見
の

中
に

入

る
。

こ

こ

に
、

『

大
疏
』

で

は
、

密

教
経
典
で

あ

る

傍
ら

大

乗
仏

教
の

性

質
を
明

ら

か

に

受
け

継
い

で

い

る

こ

と

が

伺
え

る
。

そ

し

て

 
〜

 
に

い

た
っ

て

真
言

行
法
を
修
す
る

。

次
い

で
、

『

大
疏
』

に
、

　
　

「

所
入
の

門
よ
り

乃
し
成
仏
に

至

る
ま

で
、

中
に

於
て

通

塞
の

相
善
く
分
別
し

て

知

る
。

爾
る

所
以
は

此
の

諸
の

真
言
は

即

ち

　
　

是
れ

如

来
自
証
の

徳
な
り

。

…

中
略
…

若

し

＝
子

に

入
る
の

時
に

は
、

即
ち

無
量

門
の

功
徳
を

具
し

て

無
二

無
別

な
り

。

」

（

正

　
　

蔵
三
九
・

六

九

三
・

中
V

　

と

あ
る

。

発

心

し

て

成
仏
に

致
る
ま

で
、

行
者
の

自
心
が

如

来
の

徳
で

あ
る

「

阿

字
」

の

＝
子

に

入

る

は、

真
言
密
教
の

実

義
に

通

達
す
る

も
の

で

あ
る

。

し
か

し
、

ま

だ

自
心

は

完
全

な
成
仏

に

は
い

た

ら
な
い

。

『

大
疏
』

に
、

　
　

「

字
を
観
じ
声
と

本
尊
と

種
子
と

を
観
ず
る

如
き
は

、

一

事
に

随
っ

て

心
外
縁
せ

ざ

れ

ば

即
ち

能
く
大
成

就

を

得
。

」

（

正

蔵
三

　
　

九
・

六

九
三
・

中
）

「

阿

字
」

に

本
尊
と

声
と

種
子
と

を
観
じ
る
こ

と

に

よ
り、

完
全
な
る

成
仏
に

な
る

。

　

こ

う
し
た

『

大
疏
』

に

お

け
る
成
仏

構
造
を
見
る

と
、

「

発
心

−
阿

字
門
−
修
行
−

成
仏
」

と
い

う
こ

と

が

見
ら

れ

る
。

特
に

「

阿

字
門
」

に

お

け

る

「

阿

字
観
」

が
、

行
者
に

と
っ

て
い

か

に

大
切
な
も
の

で

あ
る

か

が

伺
え

る
。

『

大
疏
』

巻
十
一

に

　
　

「

所
謂
阿

字
の

自
体
本
よ
り

以

来
無
量
の

自

在
力
不

思
議

力
を

具
足
せ

り
。

此
の

悉
地

の

体
は

常
住
不
変
な

り
。

但
し

行
人

自

　
　

ら

了
知
せ

ざ
る

に

由
る

が

故
に
、

是
の

如
く
の

果
を
得
ず

。

今
此
の

行
を
以

て

其
の

身
口

意

業
を
浄

む

る

と

き、

若
し

能
く

法

　
　

と

相
応
す
れ

ば

即
ち

自

ら

成
就
す

。

」

（

正
蔵
三

九
・

六

九
四
・

上
）

「

阿

字
」

と
い

う
一

字
に

如

来
に

境
地

を
示
し
、

無
量

の

自
在
力
が

具
足
さ

れ
て

お

り、

常
住
不
変
な
も
の

で

あ
る

。

そ
の

阿
字
を

観
じ

て

三
密
が

相
応
す
る

れ
ば
成

就
に

な
る

。

先
に
『

理

趣

釈
』

に

お

け
る

成
仏
の

構
造
を
見
た
が
、

『

大
疏
』

に

お
い

て

も
同
じ

内

容
で

説
か

れ
て

い

る
の

で

は

な
い

か
。
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『

大
疏
』

で

は
、

如

来
の

大
悲
方
便
行
に

よ
り、

行
者
が

よ

く
「

阿

字
」

を
観
じ

る
こ

と

が

成

就
す
る
の

は
、

発
心

し
て

初
地
の

位

を
得
て

も
、

ま
だ

煩

悩
が

捨
て

切
れ

ず
、

真
言

門
に

入
っ

て

か

ら

も
こ

の

煩
悩
と

戦
い
、

行
を
し

て
、

灌
頂
を

受
け
、

成

仏
の

保
証

を
得
た

後
に

「

阿

字
観
」

を
修
し

て
、

真
の

成

仏

と

な

る
。

そ
の

時
「

阿

字
」

が

「

菩
提
心
」

そ
の

も
の

で

あ
り、

そ
れ

を

基
盤
と

し

て

能
求
の

菩
提
心
を
展

開

し
て
、

所
求
の

菩
提
心

に

よ
っ

て

成
就
を

得

る
。

『

大
疏
』

は
、

「

心
」

を

中
心
に

し
て
、

そ
の

展
開
を

見
て

い

る
。

そ
れ
を

「

如

実

知

自
心
」

に

よ
っ

て

即
心

成
仏
を
説
く

の

で

あ

る
。

自
心

を

知

る

と

は、

先
ず

「

自
心
」

を

「

阿

字
」

と

し
て

観
じ、

そ

れ

を
鍛
念

に

熟
成
す
る
こ

と

に

よ
り

真
の

「

阿

字
門
」

を

体
得
す
る
の

で

あ

る
。

「

阿

字
」

は

大
日

如

来
の

種
字
で

あ

り、

如

来
の

境
地
は

諸

法
本

不

生

際

で

あ
る

か

ら
、

「

阿
字
」

を
観
じ

成

就
を
欲
す
る
者
は
、

阿
字
本
不
生

際
を
悟
る
こ

と
に

な
る

の

で

あ
る

。

『

大
疏
』

巻
十
一

は、

「

阿
字
」

の

義
の

効
能
と
「

阿

字
観
」

を

修
す
る
に

よ
っ

て

成
就
を
得
る
と
い

っ

た
、

言
わ
ば

発
心

か

ら

成

仏

に

至

る

ま

で

の

構
造
を
説
き
示
し

た

も
の

で

あ

る
。

　
　
　

　
　
【

『

毘
盧

遮
那
三

摩
地

法
』

に

お

け
る

「

観
法
」

に

つ

い

て
】

　
『

金
剛

頂
経
瑜

伽
修
習
毘
盧
遮
那
三

摩
地

法
』

（

以

下
『

毘
盧
遮
那
三

摩
地

法
』

（

正

蔵
十
八
、

三

二

七
、

上
）

は
、

金
剛

智
三

蔵
が

翻

訳
し
、

「

五

相
成

身
観
」

、

「

道
場
観
」

、

「

正

念
誦
」

、

「

字
輪
観
」

を
説
い

た
も
の

で

あ
る

。

「

阿
字
観
」

に

つ

い

て

は
、

そ
の

理

論

的
根
拠
と

さ

れ

る

『

菩
提
心
論
』

の

中
で、

「

阿

字

観
」

の

直
接
的

典
拠
で

あ
る

「

八

葉
白
蓮
一

肘

の

間

　
阿

字
素
光
の

色
を
炳

現

す、

禅

智
倶
に

金

剛
縛
に

入
れ

て
、

如

来
寂
静
智
を
召

入

す
」

の

部
分
が
、

こ

の

『

毘
盧
遮

那
三

摩
地
法
』

の

文
で

あ
る

と

考
え

る

と

（

経
典
成
立
に

は

諸
説
あ
る

が
）
、

明

ら

か

に

「

阿

字
観
」

の

典
拠
と
い

え

る

の

で

は

な
い

か
。

　

密
教
に

お

け

る

成
仏
の

構
造
を

見

る

上

で
、

特
に

「

金
剛
界
」

系
の

儀

軌、

或
い

は

次
第
を
見

な
け

れ

ば

な
ら

な
い

。

先
の

『

大

疏
』

で

は
、

成
仏
の

理

論
を
、

「

自
心
」

と
「

如

来
」

と
が

平
等
で

あ
る
と

み

て
、

「

自

心
」

の

展
開
を
説
い

て

い

る

が、

『

毘
盧
遮
那
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三

摩
地

法
』

で

は
、

『

大
疏
』

で

説

く
「

阿
字
門
」

（

菩
提
心

を
発
し、

次
い

で

灌
頂
を
受
け

て
か

ら
以

降）

に

入
っ

て

か

ら、

何
を

す
べ

き
か

そ
の

方
法
を
説
い

て

い

る
。

即
ち
、

初
地

の

段
階
か

ら

真
の

仏
果
を

得
る

為
に

な
す
べ

き

修
行
法
で

あ
る

。

そ

れ

が
、

『

金
剛
頂
経
』

所
説
の
、

「

五

相
成

身
観
」

や

「

月
輪
観
」

で

あ
る

。

　

従
来
阿
字
観
に
つ

い

て
、

そ

の

典
拠
は

『

大
日

経
』

・

『

大
疏
』

・
『

菩
提
心

論
』

に

よ
る

も
の

で

あ
る

と

さ

れ
て

い

る

が
、

空
海
以

降
の

成
立
で

あ
る、

実
慧
著

『

阿
字
観
用
心
口

訣
』

に

お
い

て

は
、

「

阿

字
観
」

は
、

金
胎

不
二

の

行
法
と

し
て

説
か

れ

て

い

る
。

　

さ

て、

こ

の

『

毘
盧
遮
那

三
摩
地

法
』

の

初
め

に

は
、

　
　

「

…
毘

盧
遮
那
佛
の

身
・

口
・

意
の

虚
空

に

遍

ず
る

と、

如

来
の

三

密
門
を
演
説
せ

る
、

「

金

剛
一

乗
甚
深

教
」

と

に

歸
命
し

た

　
　

て

ま
つ

る
。

我

れ

『

瑜
伽
最
勝
法
』

に

依
っ

て
、

如

実
修
行
の

処
を
開

示
せ

ん
。

衆
生

を
し

て

真
実
を
顕
し
、

頓
に

無
上
正

等

　
　

覚
を
証
せ

し

め

ん

が

為
な

り
。

弟
子
は

菩
提
心

を
堅
固
に

し
、

師
に

随
っ

て

已

に

灌
頂
の

位
を
受
け、

妙
に

定

慧
を

修
し

て

恒

　
　

に

観
察
し
、

深
く
業
用

善
巧
門
に

入

る
」

（

正

蔵
一

九
・

三

二

七
・

上
一

中
）

　

と

説
い

て
い

る
。

そ
の

意
味
は
、

我
々

真
言

行
者
が

志
す
目
標
は
、

大
日

如

来
の

境
地
で

あ
る

。

そ
の

為
に

、

菩
提
心
を
発
し

、

さ
れ
に

そ
れ
を
堅
固

に

し
、

灌
項
を
受
け、

本
来
具
足

し

て
い

る

仏
性
を
開

示
す
る
の

が

行
で

あ
り
観
法
で

あ
る

と
い

う
こ

と

で

あ

る
。

そ

れ

が

『

大

疏
』

で

は、

金

剛
薩
墟

が

如

来
に

質
問
す
る

形

で
、

阿
字
観
や

三

密
観
な
ど

を

為
し
、

如
来
の

智
慧
と

大

悲
に

よ

っ

て

自
心

を

探
索
し

成
就
し

て

い

く
の

で

あ
る

。

つ

ま
り

、

『

大
疏
』

で

云

う
「

行
者
」

は

金
剛
薩
唾
自
身
で

あ
る

。

し
か

し
、

『

毘

盧
遮

那
三

摩
地

法
』

で

は
、

我
々

行
者
が

金
剛
薩
唾
と

な

り、

如
来
の

境
地
を
体
得
す
る

。

い

わ
ば

自
心
が

金
剛
薩
墟
で

あ
る
な
ら

ば、

先
ず
は
、

我
々

行
者
は

金
剛
薩
堙

と

同
体
で

あ
る
こ

と

を
確
実
に

知
る
必

要
が

あ
る

。

『

毘
盧
遮
那

三

摩
地
法
』

で

は
、

　
　

「・
：

行
者
次
に

三
摩
地
を
修
し
て

、

跏
坐

し

端
身
し
て

、

正

受
に

入

り
、

四
無
量
心

を
以
て

法
界
を

盡
し
、

修
習
運

用
す
る

こ

　
　
と

法
教
の

如
し

。

即
ち

普
賢
三

昧
耶
に

入

れ
。
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體

薩
堙
金

剛
に

同
な
る
が

故

に
、

定
・

慧
和

合
し

て

金

剛
縛
に

し
て
、

忍
願
の

二

度
を

建
て
て

幢
の

如

く
せ

よ
。

　

　
纔
に

本
誓
の

印
真
言
を
誦
す
れ

ば
、

身
月
輪
に

處
し

て
、

薩
墟

に

同
ぜ

ん

…
」

（

正
蔵
十
八
・

三

二

八
・

上
−
中
）

　
と
、

説
い

て

い

る
。

ま
た
こ

の

真
言
は、

「

オ

ン

サ
ン

マ

ヤ

　
サ

ト
バ

ン
」

で

あ

る
。

こ

の

真
言
は

ま
さ

に

金
剛

薩
堙

と

同
体
に

な

る
真
言
で

あ
る

。

　

　
「

次
に

極
喜
三

昧
耶
の

印
を

結
べ
、

此
の

悦
楽
を
以
て

諸
聖
に

契
せ

よ
。

　

　
忍

願

合
掌
に

入

れ、

禪
智
・

檀
慧
倶
に

伸
べ

立
て

よ
。

真
言
に

曰

く、

　

　
「

オ
ン

サ
マ

ヤ

　
コ

ク

　
ソ

ラ

タ

サ

ト
バ

ン
」

此
の

妙
印
及
び

真
言
に

由
っ

て
一

切
聖
衆
皆
歓
喜
す

。

」

（

正

蔵
十
八
・

三
二

八
・

　

　
中
）

　

極
喜
三

昧
耶
は

「

我

身
と

仏
と

平
等
一

体
と
の

妙

観
に

入
る

こ

と
」

で

あ
る

。

灌
頂
を
受
け

本
尊
瑜
伽
が

完
成
さ

れ

れ

ば

そ
の

時
、

行
者
は
金

剛
薩
唾
の

身
に

な
れ

る
。

　

　

「

次
に

當
に

心

を
開
い

て

仏
智
に

入

る
べ

し
。

怛
羅
咤
の

字
を
乳
の

上
に

想
え
、

金
剛
縛
を

掣
し

て

心
の

前
に

當
て
、

二

字
樞

　

　

を
転
じ

て

扇
を
啓
く
が

如

く
せ

よ
真
言
に

曰

く
、

」

　

　
　

「

オ
ン

　
バ

ザ

ラ

　
マ

ン

ダ

　
タ

ラ

タ
」

（

正

蔵
一

八
・

三
二

八
・

中
）

　

金
剛
薩
墟
の

身
と

な

れ

ば
、

い

よ
い

よ

大
日

如

来
の

仏
智
の

境
界
に

入

る
。

　

こ

こ

ま
で

挙
げ
た

経
文
は
、

観
法
を

修
す
る

時
の

状
態
を
説
く
と

共
に
、

そ
の

状
態
を
維
持
し
て
、

こ

の

印

真
言
を
唱

え

金
剛
薩

唾
と

な

り
、

如
来
の

境
地
を
体

得
す
る

。

ま

た

こ

の

部
分

は
「

阿

字
観
」

そ
の

も
の

を

現
し

て
い

る
の

で

は

な
い

が
、

「

観
法
」

を
修

す
に

あ

た
っ

て

の

基
本
的
な
事
項
を
現
し
て

い

る
。

我
々

行
者
自
身
が

金

剛
薩
捶

で

あ
る
こ

と

の

重

要
性
が

伺
え
る

。

『

理

趣
釈
』

に

は
、

　

　

「

金
剛
手
菩

薩
（

金

剛
薩
墟
）

は
、

毘
盧
遮

那
の

月
輪
中
に

あ
り、

一

切
如
来
の

菩
提
心

を
表
し
、

行
者
が

初
め

て

菩
提
心

を
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発
し
、

金

剛
薩
墟
の

加

持
に

よ
っ

て

普
賢
行
願
を
修
證
し

て

如

来
地
を
證
す
る
と
い

う
。

」

（

正

蔵
十
九
・

六

〇
七
・

下
）

　

と

説
か

れ
て

い

る
。

行
者
が

発
心

し
た

時
（

菩
提
に

心

が

向
け

ら

れ

た

時
）

、

先
ず
金
剛
薩
墟
の

加

持
さ

れ
、

如
来
地

を
得
る

。

『

理

趣

釈
』

に

も
行
者
が

金
剛
薩
墟
に

な
る
こ

と

の

重

要
性
が

見

ら

れ

る
。

先
の

真
言

「

オ
ン

　
サ
ン

マ

ヤ

　
サ

ト
バ

ン
」

は
、

こ

の
一

真

言
に

成
仏
が

完
成
さ

れ

る

意
義
が

含
ま
れ

て

い

る

と

考
え

る
。

　

そ
し
て

『

毘
盧
遮
那
三

摩
地
法
』

に
、

「

阿
字
観
」

の

軸
で

あ
る

偈
文
（

『

菩
提
心

論
』

の

中
で

説
か

れ
て
い

る

文
）

　
　

「

八

葉
白
蓮
一

肘
の

間

　
阿
字

素
光
の

色

を
炳

現
す、

禅
智
倶
に

金

剛
縛
に

入

れ
て
、

如

来
寂
静
智
を
召

入

す
。

オ
ン

　
バ

ザ

　
　

ラ

　
ベ

イ
シ

ャ

　
ア

ク
」

　

こ

の

頌
は

『

菩
提
心

論
』

の

「

阿
字
観
」

の

典
拠
と

し

て

引
用
さ

れ

て

い

る
。

観
法
で

い

え

ば
、

こ

の

時
点
で

は

も
う
金
剛
薩
堙

と

同
体
で

あ
り、

行
者
心

中
の

月
輪
に

八

葉
白
蓮
を
観
じ

る
こ

と

に

よ

り、

煩
悩
が

な

く

な

り

自

性
清
浄
と

な

る
。

そ
こ

に

「

阿
字

素
光
の

色
」

、

つ

ま
り

如

来
の

大
悲
と

智
慧
が

加
持
さ
れ
る
の

で

あ
る

。

こ

の

真
言
［

○

ヨ

〈

巴

蠢

餌

く
 
ω

餌

Φ

プ
］

は
、

オ

ー
ン

　
金
剛

（

界
曼
荼
羅
）

に

遍
入

す
。

と
い

う
意
味
で

あ
る

。

『

金
剛
頂
一

切

如

来
真
実
攝
大
乗
現
証
大
王
経
』

巻

下
　
不
空

訳
に

は
、

　
　

「

た
だ

願
わ

く
は
一

切
如

来
加
持
し

給
へ

、

願
わ

く
は

金
剛
薩
堙
に

遍
入
し

給
へ

。

金
剛
の

阿
闍
梨
ま

さ

に

薩
墟
金
剛
の

印
を

　
　

結
ぶ

べ

し
。

此
の

言
を
な

す
べ

し
。

」

（

正

蔵
十
八
・

二
一

八
・

中
）

　

行
者

−
金

剛
薩
−
大
日

如

来
と
い

う
「

菩
提
心
」

を

軸
と

し

た

成

仏
へ

の

過
程
の

中
で

、

行
者
が

「

菩
提
心
」

を
お
こ

し

て

（
こ

れ

を
因
と

し
）

、

最
終

的

に

「

成

菩
提
」

（

果
）

を
得
る

為
の

行
と

し

て

「

阿

字
観
」

を

す
る
の

で

あ
る
が
、

こ

の

よ

う
に

「

菩
提
心
」

を
お

こ

し

た

時、

つ

ま
り
「

能

求
の

菩
提
心
」

か

ら
、

「

所
求
の

菩
提
心
」

に

向
け

ち

れ
、

金
剛
薩
唾
に

加

持
さ

れ

行
者
も
金
剛

薩
墟

と

同
体
に

な
る

。

こ

れ
を
因
と

し
て

、

さ

ら

に

「

阿
字
観
」

を
何
回
も

修
す
る
こ

と
に

よ

り
「

菩
提
心
」

が

堅
固
に

な
り、

本
尊
瑜
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伽
が

完
成
さ
れ

、

三

界
法
王
主

と

な
り

得
る

。

そ
れ
が

『

毘
盧
遮

那
三

摩
地
法
』

で

説
か

れ

る

「

オ
ン

　
バ

ザ

ラ

　
ベ

イ
シ

ャ

ア

ク

ー1

金
剛
（

曼
荼
羅
）

に

遍
入

す
る
」

と

い

う
意
味
に

つ

な
が

る
の

で

あ

る

と

考
え
る

。

ま
た
、

「

ア
ク
」

に

注
目

す
る
と

「

ア

ク
」

は

金
剛
界
大
日

如
来
の

種

字
で

あ
る

傍
ら

金
剛

薩
唾
の

種
字
で

も
あ
る
。

即

ち

『

毘
盧
遮

那
三

摩
地
法
』

で

は
、

行
者
が

こ

こ

で

印
真

言
を
唱

え

る

こ

と

に

よ

り
「

金

剛
界
に

遍

入

す
」

は

金
剛

薩
唾
に

遍
入

す
る
と

考
え
ら

れ

る
。

つ

ま

り、

こ

の

場
面
で

行
者
は

金
剛

薩
墟
と

同
体
で

あ
る
こ

と

を
確
認
し
、

真
言

密
教
究
極
の

「

果
」

で

あ

る
「

成
菩
提
」

（

大
日

如

来
11
阿

字
）

が

自
心
に

映
し
出
さ
れ

る
こ

と

に

な
る

。

如

来
の

阿
字
を
行
者

心

中
に

あ
る

月
輪

中
の

阿

字
（

菩
提
心
〉

と

が

相
応
し

仏
心

円
満
と

な

る
こ

と

が

「

阿
字
観
」

で

あ
る

。

こ

れ
は

三

密
観
の

内
「

意
」

に

あ

た

る
。

三
密

相
応
で

あ
る
か

ら

真
言
を
唱
え、

印

を
結
ぷ

こ

と

に

よ
っ

て

如

来
寂
静
智

を
体
得

す
る
の

で

あ
る

。

　

と
こ

ろ

が、

こ

の

真
言
の

種
字
を
見
る

と

「

ア
」

で

は

な

く
「

ア

ク
」

と

な
っ

て

い

る
。

こ

れ

は
、

胎

蔵
大
日

如
来
の

種
字
で

あ

れ
ば

「

ア
ビ

ラ

ウ

ン

ケ

ン
」

の

「

ア
」

で

な

く
て

な
ら
な
い

。

金

剛
界
毘
盧
遮
那
で

あ
れ
ば

種
字
は

「

バ

ン
」

ま

た

は

「

ア
ク
」

で

あ
る

。

ま
た

『

菩
提
心
論
』

で

は
、

　
　

「

阿
字
は

菩
提
心

で

あ

り
、

仏
知
見
を
開

く
」

（

正
蔵
三
二

・

五

七

四
・

上
）

と

さ

れ

る
。

そ
し

て
、

　
　

「

も
し

常
に

見
れ

ば
、

則
ち

菩
薩
の

初
地

に

入

る
。

」

（

正
蔵
三

二
・

五

七

四
・

中
）

　

と

説
き、

阿
字
を

常
に

観
じ

る

者
は

初
地

に

入

る

と

さ
れ
て

い

る
。

　

今、

『

毘
盧
遮

那
三

摩
地

法
』

で

は
、

灌
項
を

受

け
て

金

剛
薩
墟
と

同
体
に

な

り
、

さ

ら

に

進
ん

だ

修
行
を

行
じ
、

本

尊
瑜
伽
が

達

成
さ
れ
れ
ば

成
仏

す
る

と
い

う
の

で

あ
る

。

　

そ

れ
に

比
し
て、

『

大
疏
』

で

説
く
阿

字
観
は

如

来
の

方
便
行
で

あ
っ

て、

そ

の

極
意

を
金

剛
薩
墟

が

聞
い

て

い

る

形
で

あ
る

か

ら、

初
発
心

即
得
菩
提
と
い

う
の

は

金
剛
薩
墟

の

域
に

な
っ

て

こ

そ

初
め

て

得
ら
れ
る
も
の

と

考
え

ら

れ

る
。

こ

こ

で

「

ア

ク
」

と
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し
て
い

る
の

は
、

ま

さ

し

く
我
々

真
言

行
者
が

金

剛
薩
墟
に

な
っ

た
の

で

あ
る

。

ま
た
「

ア

ク
」

は
、

『

菩
提
心

論
』

に

『

大
疏
』

の

文
を

引
用
し
て
い

る

箇
所
を
見
る

と
、

　
　

「

四
に

は
悪

字
短
声、

是
れ

般
涅
槃
の

義
な
り

」

（

正
蔵
三

九
・

七

二

三
・

中）

　

さ
ら
に

、

『

法
華
経
』

の

開
・

示
・

悟
・

入
の

四

字
に

配
し

て、

「

悪
字
」

を
「

入
」

に

あ
て

て

い

る
。

　
　

「

入
の

字
と

は

仏
知
見
に

入

る
。

第
四
の

悪
字
の

如

し
」

（

正
蔵
三
二
・

五

七

四
・

上
）

　

と

説
い

て
い

る
。

故
に
、

「

悪
字
」

は、

金

剛
薩
唾
の

種
字
で

あ
る
と

共
に

般
涅

槃
（

完
全

な
悟
り

）

で

あ
り、

如
来
の

智
慧
に

よ

る

悟
り
に

入

る
こ

と

で

あ
る

。

ま
た
、

『

金
剛
項
瑜
伽
略
述
三

十
七
尊
心
要
』

不
空
訳
に
、

　
　

「

無
量

微
妙

の

音
を
発
生

す
る
に
一

切
の

聖
衆
、

聞
者
は

歓
喜
せ

ざ

る

な
し

。

諸
仏
の

種
子

な
悪

字
は

能
く
一

切

如

来
の

身
心

　
　

の

中
に

遍
入

し

て
、

瑩
け
る
こ

と

明
鏡
の

如
し

。

」

（

正
蔵
一

八
・

二

九
五
・

上

−
中
）

と
あ

り
、

『

略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位

修
證

法
門
』

不

空

訳
に

は、

　
　

「

毘
盧
遮

那
は

内
心

に

於
い

て
、

金
剛
薩
墟
の

勇
猛
の

菩
提
心

の

三

摩
地

智
を
証
得
す

。

自
受
用
の

故
に
、

金
剛
薩
堙
勇
猛
菩

　
　

提
心

の

三

摩
地

智
よ

り
、

五

峯
金
剛
を
流
出
し

て
、

遍
く
十
方
世
界
を
照
ら

し
、

一

切

衆
生

を

し

て

頓
に

普
賢
の

行
を
満
足
せ

　
　

し
め
、

還
り

来
っ

て
一

体
に

収
ま
り
、

一

切
菩
薩
を
し

て
、

三

摩
地

智
を
受
用
せ

し
め

ん

が

為
の

故
に
、

金
剛
薩
墟
の

菩
薩
行

　
　
と

成
り

て
、

阿

如
来
の

前
月
輪
に

住
し

た

ま

ふ
」

（

正
蔵
一

八
・

二

八

八
・

中
）

　
と

あ
る

。

こ

れ

ら

の

文
か

ら、

行
者
は

発
心

し

て

自
身
の

菩
提
心

を
堅

固
に
、

金

剛
薩
墟
（

悪

字
）

の

勇
猛

菩
提
心
の

三
摩
地

智

を
観
じ
、

金

剛
薩
堙
と

平
等
に

成
る

の

で

あ
る

。

『

毘
盧
遮
那
三

摩
地
法
』

に
、

　
　

「

應
に

自
身
を
知
る
べ

し
。

即
ち

金

剛
界

と

な
る

。

「

オ
ン

　
バ

ザ
ラ

　
タ
マ

ク

カ

ン
」

自
身
金
剛
と

為
ん

ぬ

れ
ば
、

堅
実
に

し

　
　
て

傾
懐
な
し

。

復
た

諸
仏
に

白
し

て

言
さ
く、

我
金
剛
身
と

為
り
ぬ

。

」

（

正

蔵
一

八
・

三

二

九
・

上
）

　
と
あ
る

。

こ

れ

は、

「

五

相
成
身
観
」

の

内、

証
金
剛

身
の

部
分

で

あ
る

。

ま
た
空

海
著

『

即
身
成

仏
義
』

に

も

引
用
さ

れ
て
い
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る
。

こ

の

段
階
に

お
い

て

行
者

は

確
実
に

金

剛
薩
堙

に

な

る
。

　
以
上
の

こ

と

か

ら、

「

阿

字
」

即

ち
菩
提
心
の

働
き
に

よ
り、

展
開
し

「

悪
字
」

に

よ
っ

て

「

覚
」

に

な
る
こ

と

と

兄
れ

ば
、

『

大

疏
』

所
説
の

「

阿

字
門
に

入

る
」

は
、

到
達
地
点
の

入

口

に

す
ぎ

ず、

『

金

剛
頂
経
』

系
儀
軌
類
を
見
な

け

れ

ば
、

本
質
的
な
成

就
は

な
さ
れ
な
い

の

で

あ
ろ

う
。

こ

こ

に

我
々

真
言
行
者
は

「

阿

字
観
」

も
さ

る
こ

と

な

が

ら

「

ア

ク
字
」

を

観
じ

な
け
れ

ば

な
ら

な
い

の

で

は

な
い

か
。

こ

の

偈
文
と

真
言
は

密
教
に

お
い

て

重

要
な
も
の

で

あ
る

。

　
　

「

行
者、

金

剛
定
に

入
ら

ん

と

欲
す
れ
ば
、

妙
観
察
智
の

印

を
住
せ

よ
…

中
略
…

此
の

妙
印
を
以
て

等
引
を
修
せ

ば
、

即
ち

如

　
　

来
不
動
智
を

得
ん
」

（

正

蔵
一

八
・

三
二

八
・

下）

　
と

あ

る
。

「

五

相
成
身
観
」

を

為
す
前
に
、

妙
観
察
智
を
修

す
る
こ

と

に

よ
っ

て

如
来
不

動
の

智
慧
を
得
る

。

妙
観
察
智
と

は
、

諸

法
を
如

実
に

観
察
す
る

智

慧
で
、

第
六

識
よ

り

転
じ
て

此
の

智
に

な
る

。

ま
た
、

大
日

如

来
の

智
慧
を
司
る
西
方
阿

弥
陀
仏
の

智
慧

で

あ
る

。

故

に

弥
陀
定
印
を
結
び

阿

弥
陀

仏
と

平
等
に

な
り

如

来
の

智

慧
を
以
て

法
界
の

理

を
観
じ

る

観
法
で

あ
る

。

こ

の

観
を
作

す
の

に
、

『

毘
盧
遮

那
三

摩
地

法
』

の

最
後
に
、

　
　

「

若
し

修
行
有
っ

て

此
の

教
に

遇

う
て
、

昼

夜
四

時
に

精
進

し
て

修
す
れ
ば
、

現

世

に

歓
喜
地

を
證
得
し、

後
の

十
六

生

に

正

　
　

覚
を
成
ず

。

」

（

正
蔵
一

八
・

三

三
一

・

中
）

と

あ
る

。

こ

れ
は
、

空

海
著

『

即
身
成
仏

義
』

の

四

箇
の

証
文
に

も
引
用

さ
れ
て

お

り、

『

毘
盧
遮
那
三

摩
地

法
』

所
説
の

観
法
を
為

せ

ば
即

身
成
仏
が

可

能
に

な
る
の

で

あ

る
。

【

総
論
】

　
以
上
の

こ

と
か

ら

総
論
す
れ

ば、

密
教
の

成
仏
の

構
造
（

発
心

−
如

来
蔵
性
加

持
修
行

ー
真
言
行
菩
薩
法
器

ー
三

界
法
王

主

−
本

尊
瑜

伽
）

か

ら、

行
者
が

発
心

し
て

『

大
疏
』

所
説
の

「

阿
字
門
」

に

入

り
、

如

来
蔵
性
が

加
持
さ

れ
て
、

真
言
行
を
修
す
る
こ

と
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に

値
す
る

菩

薩
法

器
と

な

り、

自
心

が

三

界
法
王
主
と

な
り、

本
尊
瑜
伽
（

こ

こ

で

は

「

阿
字
観
」

を
示
す）

が

成

就
さ
れ

た

と

き、

即
身
成
仏
が

完
成
さ
れ

る

の

で

あ
る

。

「

菩

提
心
」

11

「

阿
字
」

と

「

阿

字
観
」

と

の

関

係
は
、

切
り

離
し
て

考
え

る

こ

と

は

出
来

ず、

菩
提
心
が

な

け
れ

ば

成

仏
は

あ
り

え
な
い

。

故
に

行
者
は、

発
心

し
て

自
心
に

「

阿

字
」

を
如

実
に

観

じ

る
こ

と

を
「

阿

字
観
」

を

通

じ

て

何
回
も

修
す
る

事
に

よ
っ

て

「

菩
提
心
」

が

堅
固
に

な
り

、

そ
の

結
果
と

し
て

成

仏
が

完
成
さ

れ

る
。

理

論
的
に

は

以
上

の

よ

う
な
段
階
が

考
え

ら

れ

る

が
、

実
際

は、

行
者
・

金

剛
薩
堙
・

大
日

如

来
と
い

う
段
階
を
考
え
る
の

で

あ
れ

ば、

「

阿

字
観
」

を

修
す
る

際
に

、

い

き
な
り

「

阿
字
」

を
観
じ
る
の

で

は

な
く
て、

金

剛
薩
墟
の

種
字
で

あ
る

「

ア
ク

字
」

を

自

心
に

観
じ
て、

自
ら

金
剛
薩
唾
で

あ
る
こ

と

を

自
覚
す
る

。

そ
の

上
で

如
来
の

大

慈
大

悲
に

よ
り、

行
者
の

「

自
心
11

阿
字
」

と

如

来
「

阿

字
11

本
不
生

際
」

と

が

相
応
し
た

時、

即
身
成
仏
が

完
成
さ

れ

る

の

で

あ
る

。
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